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Abstract 
This paper discusses the risk of giant systems focusing especially upon nuclear power systems and 
food systems. The Fukushima nuclear power plant accident in 2011 shows strategic failures not only in 
the technical design of nuclear power plants but also in the soundness of social systems to secure 
nuclear system safety. Giant system includes many kinds of risks such as environment effects, 





































































































































































































































































































































































































































































































































6.1m(建設時は 3.1m)。3 月 11 日の津波は 15.5m で福島第一原発
敷地全域が浸水。1 号機には 2000t の海水が流入した。予備のデ























3 月 11 日の夜には炉心溶融が始まった。12 日 15 時 36 分
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り 6 時 50 分には東電に対してベント実施命令を発し，首
相は原発の現地に飛び，原発側が決死隊を送るとの発言で























オフサイトセンターは 1999 年の JCO 事故を契機に設置
された施設で，災害時には，国，地方自治体，電力会社な
どによる住民の避難対策などに関して迅速な対応の中核に
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図表３  福島第一原発事故以後の安全基準の分類 
 
注）上位の基準は下位の基準の内容を含むものとする。






























































































































































































図表３  福島第一原発事故以後の安全基準の分類 
 
注）上位の基準は下位の基準の内容を含むものとする。
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